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編集／会報雑誌 広報ＩＴ委員会 

2020年 8月 21日 
第 3360回 例会記録 

会員総数 22 名 

出席会員 18 名 

本日出席率 81.82 ％ 

前回出席率 59.09 ％ 

会 長 報 告 

（加藤好包 ）  

ガバナー訪問 

会長幹事会でガバナーに我がクラブの泣き言をきいてもらった。 
 

幹 事 報 告 

（青木正廣 ）  

特になし 
 

 

委員会報告 ・葛原会員、8/4に父親が亡くなり、バンさんから線香をあげたいとお願いされた。 
 

ア ド レ ス 

（篠原ガバナー） 
 

 

▪所属は香川県の東さぬきロータリークラブ。 

・小松島 RCは、四国で 7番目、徳島で 2番目に古いクラブである。 

・過去は素晴らしいのですが、現在は会員が減っている。加藤会長は会長 2回、

幹事を 3回やっている。会員増強、若い方、女性を増やすこと。 

・台湾の台北西門扶輪社と姉妹クラブ、インターアクト、小松島西校。 

・米山奨学生を積極的に受け入れている。 
 

▪大事な役目はあらゆることをお伝えしなければいけない。RIの代行役員のようなも

の。今年の RIの方針をお読みになって下さい。 

・現在、コロナ感染症が流行し世界史にのこることが起きている。「３月はすべての 

クラブの会合は中止してください。」との通達が RIから来た。12月いっぱいは中止。 

今は感染第 2波真っ只中である。その先、第 3波、第 4波が来ることになる。 

しかし段々減少し、患者数が減って死者も減る。ワクチンが完成した。アストロゼネカが完成出来た

ことは第 1歩である。ウイルスに弱そうな人から打っていく。 

・RI会長ホルガー・クナーク氏は、ドイツでは初めて。「ロータリーは機会の扉を開く」。 

・大統領選挙がある。ハリスの演説で opportunity といっていた。 

機会とはありとあらゆること。世界 200か国、会員数 120万人。巨大な機会となった。 

・ロータリーは寄付金が多い。ここ 10.年余り、会員数が変わっていない。色々な改革をしようとして

きた。成熟した新興国は発言力が弱くなってきている。こんなに早く発展を遂げた国は日本以外に

ない。色々なロータリーのやり方があっていいのではないか。多様性。カナダは 8つのタイプのロー

タリーの形式がある。ウェブばっかりでやっているクラブもある。衛星クラブは、8人ぐらいでできる。 

やっている内容は同じ。カナダでは RIに認められてきている。 
 

▪最後に皆様、酷暑ですよね、感染を防いで頑張っていきましょう。 
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